


文序

人 関が生活 し、 社会 を構成 し、 文化をつ くりあげ て 羞た。 その発展過程 を探

鋒 する ことは、 これ́ か らの来 来社会 を創造す るとで、久 くことの 出来 ない要素

て ある。

歴 史時代〇文化は、 文献 や史実に よる ことが 出来るが、人 間が まだ文字を も

た なか つた り、普及 され てい ない長い 過去の時代は、 どうして も考 古学 的研究

にた ま らね ばな らない。

人 々の住居跡ゃ古墳 は、 そ うした時代 を、い なに再現 して くれ てい るが、 最

近 の急速 な社 会開発 (通 路の新 設や拡 張、 宅地の造成、構造改善 事業等 た)lt、

この種の文化遺 産 を消滅 しつ くす憾 が ある。

幸に も此あ度、本 町 11身 の小林幹 男 氏 (染 谷 高校教 諭)の 献 身的な助力に よ

り、 声 開、古 町 、茂 開井 を中心 と した、 遺 跡の分痛調査書が 出来 みが ,、
こゝ

に発 表す る連び とな つた。

この種の調査の継続的探 究に よ り、 立科 町全域にわ た り、有史 前の文イとの在

り方 、人 々の生活の全貌 を識 る手がか りとしたい念願 と、 この道 の 同好の諸氏

や、 遺 跡の破壊防止の参考に な り得れば甚だ幸い で ある。

終 りに本調 査に協力された、 地域の方 々や文化財保護委員 会、 染谷 高校 生 に

深甚な る感謝の意 を表す る次第で ある。

立 科 町 教 育 委 員 会
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第 1図 立科町南部地区 (吉田町区・芦田古町・茂田井・野方)の遺跡
第1図 立科町南部地区 (芦田町区・芦田古町・ 茂田井)rvD遺跡分埼,図
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図版 2
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町区東南部の遺跡景観



図版 3

(上)茂田井地籍 (下)芦田古町の遺跡景観
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図版 4
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図版 5
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中

本事は昭和46年 8月 15日 と16日 の2日 間にわたつて実施した、立科町南部地区の理蔵文

化財分茄調査に関する報告である。

ことで南�地区と称するのは、立科町の町区。中居・茂田井地区を横断する国道 142号線付

近から南の、芦躙町区・ 声田古町 ◆茂田井地区とその周辺の地域を総称したものである。

この調査は、国道142号繰のパイパスエ事に関連する地域内と、その周辺地域を中心に踏査

した。

この調査は、「信農史奉B第 1巻の遺跡名表と、長野県教育委員会が昭和 41年に実施した

「新産都市等開発地域内燿蔵文化財緊急分布調査報告書」立科町西部地区
一一芦田町区の遺跡

群。を基礎として、夏勢衿調査が可含ヒな集落(渉 まび畑作地帯の埋蔵文化財を、立科町教育委

員会が組織 Lンヽ実施した。

本書の執筆は、「埋威文化財包蔵地調査カード」の作成と併せて、調査を担当した小林があた

り、立科町教育委員会と協議して編集 L´た。査た、カード貼付のも
/vDを含む写真の撮影、分布

図の調製も、立4‐ l町立南小学校・ 児玉美佐雄氏、かよび土地所有者の好意によつて行なつた。

今回の調査には、立科町当局とiょ じめ、文化財保護委員長市川日吉氏・ 教育長山浦克E氏・教

育委員会事務局の遠山版孝氏等の絶大な協力を得た。雲た、声田古町の斎藤藤一郎氏と文化財

保護委員の伊藤五郎氏 (茂用井)には、炎暑の中で2日 間にわたつて案内と指導助言をいただ

い/c.伴せて厚〈感謝申し上げる。

また、本調査に参加し、献身的に協力した長野県_L田染谷丘高等学校歴史班の諸君に、心か

ら敬意を表十るものである。

(小 林 幹 男 )

夕J
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調査 の 目的 とそ の経過

今回の調査は、国道 142号線●′ミィパスェ事に伴なう開発地域内と、その周辺の盤蔵文化財包

蔵地の分海を踏番したものである。

調査の方法は、「新遊都市等開発地域内握政文化財緊鵞分布調査報告書J(県教委
。昭和 41年

度)によつて、遺跡の概況が把握されている白樺湖周辺と雨境何近を除き、8月 15日 に立科町の

声躙町区東南から、声田古町 。茂田井古町、 8月 16日に中居・ 茂田井・ 芦田町区、昭赤B47年 5

月28日 に野方の地籍で、耕地内に立ち入つて、それぞれの分布を調査し猛

立科町では、今回行なわれた南部地区の分布調査に続いて、東部地区と西郡地区の分布調査を実

施し、全町にわたる煙蔵文化財包蔵地調査カードの作成と、分布図の調整を行ない、経済の高度成

長に伴なう開発から、量蔵文化財を保護しようと十るものである。

立科町にかける考古学的調査は、与良清氏らの 日ヒ佐久郡志」に、若千の考察が試みられている。

とフかし本格的な調査は、恐ら〈昭和27年 6月 から昭和 50年の夏にかけて行なわれた信濃史料刊

行会「信濃史料」第 1巻の大場磐雄博士 (国学院大学教授)、 永峯光言氏 (日本大学講師)、 樋
ロ

昇一氏 (松本筑摩高校教譲 らの分布調査であろう。

これらの調査と前後して、尖石考古博物館長宮坂英式氏らによる立科町大字立科ラ彰習り池の平

遺跡 (縄文早期。前期 。中期・土師後期)の発掘調査が行なわれている。

その後の調査は、長野県教育委員会が、「新産都市等開発地域内埋蔵文化財緊急分本調劃 を行

ない、その一環として、桐原健氏を図長とする調査団が、昭和 41年 11月 5日から11月 11日

わたつて、自樺湖周辺 。雨境峠付近・ 芦田古町・芦田町区・ 野方と中原の一部につr4て調査を行な

つている.

今回の調査は、「信濃史料」第1巻と長野県教育委員会の「新産都市等開発地域内埋蔵文化財緊

急分布調査報告書」を基機としながら、さらに未調査の地域を中心に踏査した。この調査によ
つて

前記県教委報告書所載の遺跡のほかに、声田町区では分布隠αl)。 (2)・ |)・ ←)・ 0)。 (9)・ ζり
。(妙

・ tり・ tり・ tり 。tり 。99・ Oり 。C妙・ 9ひ・ Qつ・ 99・ 欲》v91 9i童跡を追カロしたる このうち

ζり・ ?0・ 9り・ @め の4遺跡は、信濃史料第1巻の遺跡名表に記載されている。歳た、前記祭告

書 苺り東町爪4)大地峯に、 ζO吉堂下は5)東町北屋敷添に、 69細久保は (0上石打場に、それ

ぞれの小学名に従つて遺跡名を修Fした。

声田古町の調査によつて、新たに追力Rし た遺跡は、 Gり
。もつ。eの 。69。 ζりⅢでり。で

'・

3り

。とつの9遺豚で、茂用井古町では、 でつを除く ぞ⇒から 60の 9遺跡であつプ
“

なた、前記報告
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春5図 Bの 99・ Cり ,Cつ 。90。 9の 腋、地籍図の小字名と大登ぐ位置がづれている。そして、

2oは小字名に該当するもめがない。いずれも修正すべきであろう。

茂田井地籍の遺跡は、「信濃史準日第1巻所載の遺跡に加えて、 69・ もの。こり・ 6り・ 【O・ こう

・るう。

`ψ

・ るつ・ ζけ・ る0・
`少

ρЪめの15遺跡を踏査した。

野方地籍では、パイバスエ事地域内の杭打ち完了を待つて、昭和47年 5月 28日 に、前年の調

査を補充サる意味で、分布調査を実施し、「信濃史料」所載の追跡に加えて、 そ0・ 宅つ・ tひ・ マ9

・ ?ゆ・ 7つの6選跡を発見した。しかし、この地籍は、′くイパスエ事に関連する地域と道路添いの

一部を踏査したのみであるから、今後の調査で精査するなら憾k更に若千の遺跡を追加することに

なるであろう。特に今回の調査からもれている、雀石屋敷古墳と松ノ木古墳は、早急に現状を把握

して浄(こ とが必要である。

1 立科町の歴史的。地理的環境

立希1町は、長野県北佐久君Bの西市:音随 位置し、前北に細長ぐ、南は北緯 66° 05′の自樺湖付近

て茅野市に接し、北は北緯 5る
°19鴇近の番屋川下流 (藤沢地籍)て、北佐久君隣L御牧村に接し

ている。

立科町は昭和る0年 4月 に、声田・検鳥・三都和の三ケ村が合併して立科村となり、昭和 55年

10月 に町制を施行し、茂田井チ也区7v‐D半げもを吸収して今日に至つている。そして、その名称は、

町の南にそびえる蓼科出に由来したものと思われる。

蓼科曲は、標高2550,6駐 の火山であり、中腹以下は複輝石安山岩のコニーデで、その上に角

セン安山岩の トロイデが噴出して、丸味のみる頂をつくり、古くは飯盛山とも呼ばれ、また、その

美しい山容に対しては、諏訪富士の美称が与えらね́ている。

立科町の立地する合地は、佐久高原とも呼ばれ、標高かよそ700～ 750れてある。この合地

には、声田川・赤沢川・番屋川が員流し、また、塩沢lLE・ 宇山堰 。八重原堰など(蓼科中に水源を

もつ農業用水が、本大な耕地を潤かしている。        .

この地方の先史文化lk、 標高1400胞 の白樺湖周辺にはじまり、縄文時代の前期ころには、声

円川に治つた台地と、番屋川や赤沢川に浴つた町区の台地に進出している。そして、中期から後期

の縄文時代には、立科町を形成する合地の一円に広がつている。

弥生時代の遺跡は、後期の箱清水期に属十るものがほとんどで、声圏川や赤沢川にのぞむ低地の
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後背台地付近に分布してぃる。

古壌時fくから歴史時代〇遺跡には、東山道に関係すると思われるものが多い。白樺湖畔の御座

岩遺跡は、正面に蓼科山がそびえ、古代に神奈備の出をネEり 、東にh道の峠神を杷つたものであろ

う。塁に下つては、雨境峠から中尾を通つて谷の開ける声開古町から中居、声田町区と茂田井の

全地域にわたつて、濃密に遣跡が分帝してぃる。

次ぎに、立科陶「南菩
「地区の遺跡を概勧し、若子の考察を試みたぃ。

由樺湖周辺 (御小屋之久保・御座岩。対山館・ 南岸)と 鳴石付近 (積の河原Ⅱ)の遺跡は、ポ

イント (尖頭器)・ ナイフ・ スクレーパー (掻器)。 ドリル・ 肖1器などを伴出する後期1目石器時

代の先土器文化に属する。

早期縄文時代の遺跡は、自樺湖周辺の御座岩・ 池の平・ 琵琶石岩穴などがあり、まず、西日本

系の山形文や穀粒文の押型文系土器文化を受容し、統いて南関東系の撚糸文土器文イとが入り、日

戸式。子母口式・ 茅山式荻ど、同系の土器文化に受け継がれている。

前期縄文時代には、再び西方からの影響がぁらわれ、茂田井西南台地の下弁才・ 中弁才・ 細子 C

e大久保遺跡と町区の古堂下遺跡から強、白樺漑畔④御座岩遺跡と同形式の土器を出土している。

この外の前期紀文時代の遺跡は、町区の中町北屋致添。西町北屋致添・ 西山ノ神などである。

中期縄文時代には、更に追跡数が増加し、自樺湖畔の御座岩・ 池④平、町区の中町北屋敷添・

西町北屋敦添。上房の峠反う。古町の古町屋敷・ 古町下屋敷 I・ Iな ど8個の進跡が発見されて

いる。これらの遺跡からは、阿玉台式 e勝坂式・ 加曾利E式などゝ 関東系の土器文化の影響が認

められる。

後期の縄文文化には、中期の土器文化にみられる関東系土器文化の影響が、受け継がれている

ように思われる。 1平区/vD東噂北屋敦添・ 古堂北下・古堂下、中居の又旅 I、 古町の古町屋敷・ 古

町下屋敷 I・ 1、 古町中屋敦 I・ Iな ど、 9遺跡から出土する土ぞ罰よ、加曾利B式 。堀の内式な

どの関東系土器である。

晩期縄文時代の遺跡ltt、 極めて少ない。今回の分布調査でlt、 全 (発見されていないが、白樺

湖畔の御座岩選的 、ら、緊急、分布調査 (昭禾B41年度)の際に、 4個の土器片が検出されている。

縄文丈イヒから弥生文イヒヘの移行は、明確に把握されていない。こvO地方へ弥生文化が波及した

の成、後翔つ ころであろうか。中期弥生時代の遺物は、自樺湖畔の御座岩遺助あ ら検出された土
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器片と磨製石鏃だけである。束信地方の後期弥生文化は、上耐市の神川周辺と塩田平、佐久市の

岩村田付近に集中し、これに続〈古llFA文化も、後期の遺跡が、この地域に多くみ 2)れ ることに注

目したい。立科町南音Ⅲ地区の弥生遺跡は、後期の箱清水期に属する遺跡が、町区の吉堂下、上房

の峠反り、中居の又旅 H、 古町の古町屋敷・古町下屋敷狂e古町中屋致Ⅱ、茂田井の大久保など

7個所で発見されている。

古壌時代の進助燎 、茂sl井のとノ雨塚古墳と町区の正明寺古墳、野方の釜石古墳と松ノ木古墳

があり、いずれも後期の古墳である。前期の土師器は、中宮地造跡と中居 I遺跡で発見されてい

る。これに続いて、鬼高期の土師器が、ス旅 I造跡で検出されている。しかし、町区の東山崎王

・ 1、 上町屋敷 I・ 1、 峠反り1・ 電、上石打場 。伊勢裏・ 吉匙下・古堂裏 I・ 1、 長尾根 I・

細久保、上房の峠反り、中居の又旅 1(鬼高期と複合している)・ Ⅱ、古町の古町屋敦・ 立石 I

oW、 古町下屋敷こ、茂田井の信州林、野方の青木屋敷・ 中宮地など、ほとんどの遺跡は、土師

後期の国分期に属するものと思われる。

白樺湖畔の御座岩遺跡は、山の神・ 峠神を進つる古代東山道の祭ネE遺跡として、昭和る9年に

県史瞭の指定を受けているが、ことから雨境峠に至るコースは、昭不B41年度の桐原健氏を団長

と十る調査岡が、①三本松→長門町割橋→赤沼平、途中から分れて薬研の本沢→相陰寮→唐沢橋

@県道浴いのコース、①弁天ネ申→屋敦幅与蓼科牧場 (信玄道)の三つのコースをあげ、そこから

積の河原を経て、雨境峠に向うものとしている。

この途中には、与惣塚。中与惣塚。法印塚。勾玉原など、8世紀以降にわたる貴重な逮跡があ

る。吉代東山通の雨境峠から先は、①雨境峠→芦開古町、②雨境峠→望月の二つのコエスが考え

られるが、今のところ明言できる段階に至つていない。

ま`た、町区の中町屋菰 中居の中居 I、 古町の古町中屋敷 I・ Ⅱ、茂田井の砂原亜・ 西平・ 藤

塚。東本の宮 u。 東大久保。境内添などの遺跡には、鎌倉時代以降の新しい土器が認められる。

このように、立科町の南郡地区では、声田川・ 赤沢川。番屋川などに治つた合地に、縄文前期

のころから歴史時代にわたる長い時代の祖先の文化遺産が広 (分布している。

特に、東山道に関係十る遺跡は、破壊の危険性が大きく、今後全町民がこぞつて、文化財保護

に努めるよう期待してやまない。
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亜 調査の概要

l 町区の遺 跡

町区の遺跡は、国道 142号線 (中仙道)に浴 ,,た台地とェ東方の台地に分布している。そして.
~っの台地にはさまれた中間の低地を、赤沢ナIIが北方に向って流れている。また、町区住宅衡の西

端付近には、番屋川が|とに向→て流温、この付近から笠取峠にかかっている。国道浴い
の台地は、

ゆるやかに東面傾斜し,西北方に向って突出したこつの看状の台地がある。

縄文時代の遺跡は、前期の有尾式・ 南大原式・黒浜式などが、町区の面端付近から中央にかけて

と、県道小諸自樺湖膝に治ぅた東南の台地などに分布している。中期の遺勁ほ .加曾不U]式のもの

が、町区の西方付近から中央にかけて分布し、後親の遺跡は、東南台地上で発見されている。

禰生時代の遺跡は、後期の箱清水式に属するものが、東南台地に分布している。

町区の遺跡の主体は、土師期の鬼高から国分期にかけてでありと台地上一帯に広く分布してth4。

1)東山崎 I遺跡 立科町大字芦田字東山崎2891～ 2915 5.000 mp

町区住宅衡の東端付近にあたり、東北方にゆるく傾斜する舌状の台地先端部に位置している。下

の低地を赤沢川がこ東方から北側に迂回して流れ、前面には赤沢 G野方などの広大な耕地が望ま数

る。表採された遺物は、土師後期の杯形と甕形土器の破片が多く、須恵器の邦形土器片なども麹

されている。

は)東山崎I遺跡 立科町大字芦田字東山崎2887～ 289 0 5D OOぜ

東山崎 I遺跡の南西方台地上に位置し、町立保育園が南西側にある。遺跡
の一帯は、桑・薬蠅入

参などが裁培され、表採された遺物も多いo

表採された選初よ、土師後期の郷形土器と襄形土器の破片、および須恵器片などである。

15)北大地峯遺跡 立科町大学声田字大 #と大地峯 2871～ 2883 6,000ぜ

町区住宅衡の東端台地上にあり、町立保育園から迂回して、西方に向うだヽ道の南側に位置して卦

る。台地は緩く西面に傾斜し豪北方には赤沢の集落が望まれる。

遺跡の中′心部手帯には、桑が裁培されている。表採された遺物は、比較的多く、土師器と須恵器

の林形土器寺P3・ よび甕形土器の破片などである。

14)大地纂遺跡 立科町大字声田字大地磨 2855～ 2870 5,000ぽ

国道 142号線に浴った町区住宅校の東端台地上にあり、国道から分かれて保育園に向う小道の

北側にあたる。

遺物の量は多く`土師器と須恵器の林形土器や襲形土器の級片が表採されている。
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6)蔵前遺跡 (立科Br大写声田字蔵前28る 7れ 2347 5,000∬

町区住宅衡のほぼ中央東審りC/rD台地で、赤沢
の集落に面した西斜面に位置する。西南方の窪地に

は、艮好な湧水があり、台地にはこ桑が栽溝されている。土師器
の邦形土器と甕形土器の破片が表

採されている。しかしⅢ量は少ない。

皓)東町北屋敷添遺跡 立科町大―
~F声
囲字東町
・
北屋敷添232と ～2854 呵,200m2

町区集落のほぼ中央にあたる東北方の台地上にあり、県澄」ヽ話白樺湖線
の東浴いに位置する。台

地は緩い西斜面で、近くに良質の湧水があり.東南には小さな社がある。西方
の県道と進跡の間は、

低地になオて水限に不ヽ qlさ漱′ている。

表採された選夕は、縫文後期の厚手の土器片と土師器
の杯形土器、および養形土器の破片、須恵

器の台付皿形土器片などである。南小学校にも遺物が保管さ
れている。

7)中町北屋敷添遺跡 立利町大学声田写中町北屋敷添 2802～ 2805 600ギ

県進小諸白樺湖線の西側たのびた、町区中央
のテラス状の台地上にあり、縄文前期の黒浜式と縄

文中期の加曾利 ]式の上器片が表採されている。また、土師器
の耳形土器片が併出している。

8)中町屋敷遺跡 立科町大写声田写中町屋敷2812 2,500ド

国道 142号線に浴えた町区中央の住宅衡 北方裏手にあたる台地上にあり、遺跡
の範囲は、住

宅衡の宅地内にものびている。

表採まれた遺物は.■師器の琴形土器片と須恵器
の台付皿・邦形土器片、および内耳土器の破片

などである。

ゆ)中町南屋敦添遺跡 立科町大写声田字中町南屋敷添2476～ 2485 5,000♂

町区住宅衡の東南裏手にあたり。農場の前を西に登る道路とそ
の周辺が遺跡である。昭和 46年

8月 の道路工事中にェ土師器の杯形と襲形土器
の破片、須聴器の台付皿、および内耳土器片などが

検出されている。

遺物あ包含層は、現路面より 5 0 Crrlほ ど下層になる。

(lo)西町ゴヒ屋敷添遺跡 立刑町大字声田字西町北屋致添2645～ 2680 2i500∬

県道声田大屋線の東西商側にわたる、ほぼ平坦な台地上
にある。遺跡の中央を小川が流れ、北東

に向って扇扶の窪地が展開している。

表採された遺物は.縄文前朔の黒浜式と縄文中期あれ宮利
E式、土師器の必形と箋形土器片など

であり、中町】ヒ屋敷添遺跡とほぼ同時期の遺物を検出している。

(14)西町屋敷遺跡 立お1町大写芦田字西町屋敦2700～ 2726 101000ぽ

国道 142号線と県通芦田大屋線が交差する地点の東憲1で .大音l分は宅地 Vこなっている。表採で

きる地域は、比較的狭ti通物の三も少ない。
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表採された遺物は、土師器の邦形と襲形上器
の小破片である。

92)上町屋敷 I遺跡 立科町大字芦田子上
“

屋致2682～ 2690 5、900f

`県適芦田大屋線の西俣1に沿った東斜面で.柔 。野菜などが裁培されて
いる。遺跡の東側には、小

川が北に向って流れ、道路より少し高くなっている。

表採された遺物はt土師器国分期の本形と襲形の上器片で、量も多く
、この付近に|●・ける最も有

望な遺跡の一つである。

(15)上町屋敦猛送跡 立科町大字声田字上町屋敷2691～ 2699 10,000ギ

国進 142号線の南北両側につ■:守下令布し、町区住宅街の西端に近
い地点に位置する。遺跡の

中′bは 、西北の一段高い畑地付涅で、東側に緩く傾斜し
、甲当たりがユいo表採された遺物の量は

多く、土師器国分期お台付曇H内黒・沐切底の郷形土器片など
である。

(14)峠 反りI(正碗寺)遺跡 立科町大字声田写峠反り正明寺24る も～2475

町区住宅街あ茜端付近に■る工四寺
の屋敷畑が遺跡である。遺蘇の範囲は、比鞍灼狭

く、土師後

期 (国分期)の内黒・糸切底の郷形土器片と、須恵器の変形や邦形
の■器片が表採さ

れている。

(15)峠反りI遺跡 立科町大字山部写峠反り 10,000m

国道 142号線に浴 たヽ上房地籍の遺跡である。町区集落
の西端付近に位置する台地の票斜面に

あり、桑畑などに利用されている。

表採された遺物はェ縄文中期 t‐J加曾不」
E式・ 爾生後期の箱清水式、土師後期国分式ρ内黒・糸切

底の杯・養形土器の破片などで,々 o

(16)上石打場遺跡 立科町夫字芦囲字上石打場2434～ 2444 900ド

町区住宅後の西端付近にあるこ明寺の南東方にあたる斜面
で4遺跡は宅地と野菜畑内にある。遺

跡の範囲は狭く、遺物の量も少くない。

表採された遺物はこ土師後期 (国分期)の内黒の邦形土器片や菱形
土器の級」中Ⅲおよび須恵器の

)不形土器片などである。

(17)正 切寺古墳 立科町大写芦囲字峠反り正粥寺 100ぜ

町区西南端耐近の正明寺境内屋敷畑にあり、現在は全壊し
て、全くその痕跡をとどめないo瞳か

に天丼石などが撤去されて、いまも庭石として使われて:い
る。その大きさから推定すると、小型

の

横穴石窒をもつ後期の円墳でⅢ径は 10メ ート
ル内外であったろう。恐らく、

ヒノ雨塚古墳とほほ

同規模の墳丘で、野方の釜石古墳と松ノ木古墳、前記
ヒノ雨塚古墳と正明寺古墳は、こ

の地方を支

配する豪族の墳墓であつたoそ して、これらの吉墳は、広大な耕地
を望む台地に、ほぼ三角形の位

置関係で配置され、周辺には多くの集落が点在してい
る。

伝筵るとこるによ上ば、直刀帝.匂玉7、 管玉5、 耳輪8.雲珠2、 轡2、 銅釧2な
どで,姦1葬
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されていたという。 (「信濃史料」 B古墳 506ベージ 番号 1450)

(18)西山ノ神遺跡 立科町大字声田写西山ノ神 1,508∬

笠取峠にかかる国道 142号線の南側に浴った一段高い乗畑が遺跡である。西側は深く窪んで、

その中を番屋川が北に向って流れている。遺跡のある桑畑は、緩く東面傾斜し、周囲は水田や畑地

になっている。

表採された遺物は、縄文前期の厚手土器の破片で、量も比較的多い。

(19)伊勢裏遺跡 立科町大写声 EFl写伊勢裏1945～ 1982 10,000m2

南小学校の東側にのびる台地の緩い東斜面が遺跡である。西北方の低地には.赤測 Hが井とに向っ

て流れ ,遺跡付近は桑畑になっている。

表採された遺物は、土師後期の邪形や窮形土器の破片であり、量は多くないがt信濃史料などに

も登載され、南小学校にはこ遺物が保管されている。

(郷 )古堂北下遺跡 立利町大写芦田字古堂北下645～ 655 5,000 mB

県道小諸白樺湖線と塩沢握が交又する地点の東北側に続く緩い斜面にあり.堰の西北沿いにあた

る。南側の部分は、ほとんど水田になっているため.範囲を明確に把握できないが、北側は桑畑や

野菜畑である。

表採された遺物は、縄文後期fi l碍片と土師器の杯形土器や甕形土器の破片などである。

(21)古堂下遺跡 立利町大字芦田字古堂下665～ 644 5,0001ド

塩沢堰の東南に治った台地で.県道小諸自樺湖線′)東側にあたる。花守や桑などが裁培されてい

る台地上には,遺物がiAR密に分布し。この付近で最も有望な遺廉 ある。

表採された遺物は、縄文前期の有尾式 。南大原式と後期の加曾利 B式上器などの破片とこ爾生後

期の箱清水式.土師後期の国分期の内黒・糸切底の杯形土器、台付皿形土器L須恵器の土器片など

である。

(2)古セ裏 I遺跡 立科町大字声田写古堂裏 2219～ 2240 1,500m2

県道小諸白樺湖線を役場前から声田古町へ向って、少し進んだところの台地の南西東側に位置士益

緩く東面に傾斜し、立科観光開発株式会社の建物が、台地を削ってつくられている。

表採された遺物はB土師後期 (国分期)の内黒の不形土器と箋形土器の破片、」・
Aよ び須恵器の沐

形土器片などである。また、立科観光開発株式会社の社地造成の際にはと石組かまどが発見されて

いる。

(必)古堂裏Ⅱ遺跡 立科町大学声田写古堂裏2241～ 2618 5a00ギ

古堂裏 I遺跡の東南に続く地籍で、県道小誘白樺湖線の南側に沿っている。三方が小高い台地と

なって.遺跡はやや奥行きの深い馬蹄形の窪地になっている。
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表採された遺物は.土師後期 (国分期)の内黒・糸切底の第彰土器片、および墾形土器の彼片L

須恵器の甕形土器片などであり、量も比較的多い o

●;)長尾根 I遺跡 立科町大手芦田字長根 5,000ギ

姥 ケ懐付近から町区の西南にのびる丘陵の東斜面で、帝状の窪地をlullが流れている。こ
の地籍

は綱久保の北北東にあたり、地元の方の通称によって、長尾根遺跡とした。

表採された遺物は、土師後期 (国分式)の内黒の斉影土器片と須恵器の方形土器の破片が微量で

ある。

(郷 )長尾根Ⅱ遺跡 立利町大字声田写長尾根 10,000ギ

長尾根 I遺跡の南南東に位置し、姥ケ懐から北北東にのびる丘陵の東斜面で、桑畑や薬昭人参畑

などになっている。東方の窪地には、小)II力導とに向って流れも立地条件には恵まれているが、遺物

は少ないo

表採された遺物は、土師器の杯o高 杯・変形土器などの彼片である。

鶴 )細久保遺跡 立利町大写芦田字細久保4590～ 4610 5,000ギ

姥ケ模から北北東にのびる丘陵の東斜面で、長尾根 I遺跡の南南東方に位置する。現在は桑畑な

どに利用されているが、表採された遺物は、土師後期国分式の内黒の第形土器片など微量である。

2 中居地籍の遺 跡

中居地籍の徴地形は、西北と東南に像 台ヽ地があり、これを切るように国道 142号線 (中仏道)

が走っている。遺跡はこの西の台地と東の微高地に集中して、縄文後好か ら禰生後期、古墳前期か

ら奈艮・平安の各時期にわたる長い歴史ゐ足跡をとどめている。

集藩の東南方には、声田川がゆるやかに流れ、東方から北方にかけては、広大な水田地帯が続く

艮好な立地条件にある。芦田川の対岸には、ヒノ雨塚古墳があり、南方には古町地籍
の濃密な遺跡

群を望み、西は赤沢サIIをはさんで、町区台地の遺跡群に対しているo

り )又旅 I遺跡 立利町大字声田字又旅657～ 659 5,000m2

県道小諸自樺湖線付近から塩沢堰猛治って東北方にのびる台地のゆるやかな東斜面に位置し、国

道 142号線から南を、又旅 I遺跡とした。台地は桑畑が多くミ国道付近は住宅と工場敷地になっ

ている。

この工場建設の際には、石組のかまどが発見され、その付近からは、土師器の変形土器が発見さ

れている。 (口絵参照)

表採された遺物は、縄文後期の土器片と、土師後期国分式の杯形土器が多く、内黒・糸切底
の不

が含支れ′ている。甕形土骨こは、ヘラ尊|リ グ)粗い:と形が目立つ。須恵器には、蓋付高台の杯形土器
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片があり,概して杯形士器片が多い。この遺跡はこ中居地籍における最も有望な遺跡である。

(姻 )又旅H遺跡 立科町大字声田字又旅660～ 677 6,000∬

又旅 I遺跡と園道 442号線をはさんで.東北方にのびる舌状の台地の緩い東南斜上に位置する。

台地上にはぅ粂や野菜などが栽培され′ており、遺物の量も多く、東方一帯の広い水田に対している。

表採された造物は、輔生後期箱清水式の朱塗りの壼形・高杯形などの土器片と、上師後期の第形・

鍵形・高捧形土器の破片などである。

09)甲 居 I遺跡 立利町大字声田字甲居1125～ 1150 12,Oooギ

国適 142号線に治った中居の東南端付近から、東北力にのびる微高地上に位置し、東南方約60
mのところを,声田川が流れている。徴高地をとりまく三方はi広大な水田地帯で、艮好な立地条

件にある。

表採され′た遺物は、土師器 7)破片、および内耳土器片でこ量も豊富である。

GO)中居 1遺跡 立利町大写声田字中居 1154～ 1146 500ギ

中居 I遺跡と回迫 142号線をはさんで,南方:こ続く狭小な台地である。国遺沿いは、住宅の敷

地となってぃ大きく削られている。台地_とには、野菜が飛培されており、遺物は少ない。

表採された遺物は、土師器の杯形 .変形などの土器片である。

3 芦 園古町 の遺跡

声 g_I古町の遼跡は、声田川と県道小話自樺湖線の間の平地と、西側に続く台地の東南斜面に分布

している。遺跡の分布は二たいへん濃密で、畑地のほとんどから、各期の遺物が表採される。

平地の遺跡には、縄文中期・後期、爾生後期.土師器など、各期の遺物が併出し.斜面の遺跡に

は、土師器が多い。自樺湖周辺から雨境峠を下り、谷間が開ける古町では、最も早く文化の黎明期

を迎え、以来、数千年にわたって、長い歴史の歩みを続けてきたのである。

(54)古町屋敷送跡 立利町大写声田写古町屋敷454～ 463 5,6004F

県通小諸白樺湖線が右側にカーブし。古町の東端に達する手前のテラス状台地で、古堂下遺跡の

南復1に位置する。台地は緩い東斜面で、棄が裁培され。東南には芦田川に浴った帯状の水田地帯が

望まれる。

表採された遺物は、縄文中期の加曾利 E式、後期の加曾利 Btth禰生後期の箱清水式、土師後期

国分式の内黒・糸切底の不・甕形土器、須恵器の身ヽ 内耳土器の破片などである。

級 )古御堂山摂宝寺廃寺跡 立科町大写芦田写古町屋敷451～ 468 900ギ

県進小諸白樺湖線の南側に接するテテス状の台地上にあり、古町屋敷遼跡に隣接している。現在

は墓地と棄畑にな ,́ており,墓地内には、五輪塔や更学塔、三痕の彫られた石塔などがある。

-20-



“

)大庭遺跡 立科町大字芦田字夫庭 622～ 662 5,000♂

声田古町の東北端付近に位置し、県逸 よヽ諸白樺線から南東に入った芦圏川沿いの平地にある。現

在は桑畑に利用されているが、耕土も深く、表採された遺切も多い。

表採された遺物は、土師器の聖形士器の稜片などである。

(訂 )立石 I遺跡 立刊町大年声田字立石540～ 550 5,600ぜ

芦田吉町∩束1と端付近に位置し、|ヒ東にのびる台地の東南斜面にある。遺跡は斜面の探畑と平地

の水田に分布してぃるものと推定される。

表採された遺物は、土師後期の国分期の内黒の獅、おょび須慮器の破片が微孟で島る。

(55)立石Ⅱ遺跡 立科町大字声EIl字立石 551～ 561 5る 00ぽ

県道小話自樺湖線に治った声田古町の西北に続く台地の東南斜面にあり、立石 I遺跡の南側に隣

接 kノている。斜面は桑畑になっているが、遺跡は下の水田にも続くものと思われる。

表採された遺物は、土師後期 (国分式)の内黒の杯形土器片が微量である。

(56)古町下屋敷 I遺跡 立科町:(字芦園子古町下屋敷575の 4 10,000♂

県道小諸自樺湖練の東南に浴った芦田吉町の東北郡地籍に位置し、遺跡は宅地 と、それに隣接す

る畑地に分布している。声田川が東南の低地を東に向ぅて流れ、遺跡の環境は良好である。

表採された遺物は、縄文中期の加曾利 E式と後期の加曾琴lB式土器、土師器の郷形土器片などで

ある。

G7)古町下屋敷 H遺跡 立利町大字声田写古町下屋敷578 5,000ぜ

県道小諸白樟湖線に浴った児玉美佐雄氏宅の致地とその周辺の畑地である。すでに耕作の折など

に、多量の遺物が発見されているので、包含層は比較的浅く、かなり破壊が進んでいるものと思わ

れるので、できるだけ旱い機会に、本格的な調査が望ま浄′る。

採集されている遺物は、縄文前期の有尾式・南大原式・縄文中期の加曾利 E式、蘊文後期の堀之

内式などの土器片である。土器の出土量は、かなり多く、その他石棒・石父1・ 石冠 。独艶肩・

石皿・ 磨石・定角式磨製石斧・乳棒状磨製石斧・分銅形打製石斧 。有径無径の石鏃などの石器L耳

栓、爾生後期の箱清水式土器の破片、土師後期国分式上器の内黒の杯t須恵器などの破片である。

(酪 )古町中屋敷 I遺跡 立利町大学芦田字古町中屋敦490～ 510 5,000ぜ

声田古町のほぼ中央付近で、県道小諸由樺湖線の北西に続く台地の東南斜面に位置する。遺物は

小破片で、量も少ない。

表採された遺物は、縄文後期の加曾利 B式土器の破片と、土師器の杯・斑形土器、内耳土器の夜

片などである。

C59)古 町中屋敷 U遺跡 立利町大写吉隠字古町中屋敷511～ 559 5β 00ぜ
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県通小諮白樺湖線と声田チ||の 中間にある平地でL声田古町のほぼ中央に位置する。遺物の量は比

較的多く
“
古町下屋敷Ⅱ遺跡とともに、声田古町の代表的遺跡ということができる。

採集されている逮物は、縄文後期の加曾利 B式の土器片と、打製石斧・磨製石斧・石錐・石匙。

石剣・石冠などの石器、爾生後期の箱清水土器の破片、土師器・須恵器。内耳■器の小破片などで

ある。

(40)竜囲遺跡 立科町大字声囲写竜田 2,500ぜ

声田古町のほぼ中央から、馬場池方面へ向う道路の南側で、大部分が宅地内にあり、一部が畑地

になっている。東南を芦田川が流れ、遺跡はこれに治った微高地の平地にある。

表採された遺物は、土師器と須恵器の小彼片で、量も少ない。

C44)古町西屋致遺跡 立科町大字声田写古町西屋敷476～ 477 2500ド

芦田古町のほぼ中央に位置し、遺跡は西北に続く台地′)東南斜面にある。熱面は宅地と棄畑で、

遺跡の範囲も供い。

表採された遺勃は、土師器の杯片など`微量である。

(2)光明寺 I遺跡 立科町大写声田写光明寺444の 2 2,500ギ

声田古町の西南端付近に位置し、光徳寺の北dllに続くテラス状の台地上にある。遺跡は乗畑内に

ありi辿移は小破片で、量も少ない。

表採された遺物は、内耳土器に似た焼質の新しい土師器片である。

(45)光明寺 I遺跡 立科町大字芦田字光明寺425の 2～ 435 5,000ぜ

光徳寺の北側に隣接し、遺跡は台地の東南斜面上の桑畑内にある。遺物の量は割合多く`特色あ

る土師器の形式を出上する。

表採された遺物は、内耳土器の焼質に似た土師器の破片で、丹色塗彩のものもある。この塗彩さ

れた土器と同じ手法r/J土器が.中原の宮前遺跡から出士し、南小学校に保管されている。

4 茂 田井 地籍 の遺 跡

茂田井地籍の遺跡は、声田川東南岸の声田城跡付近とも国道 142号線付近にのびる三つの者状

の台地を中心に分帝している。

縄文時代の速跡は、茂田井西南端の台地と中矢ケ入付近に分布し、縄文前期の有尾式 。南大原式・

上原式・下島式などL各期の遺物が発見されている。しかし、これに続く縄文時代の各時期と、爾

生時代の遺物は、いまのところ検出されていない。

声圏城跡付近の選跡は、施粘陶器などを伴なう新しい土師器から、中世におよぶ内耳土器などを

出上している。茂田井中央に面する遺跡も、比較的新しい時代のものが多く、古墳時代後期から中
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世におよぶ広範な遺跡を認めることができる。

傲り林の上遺跡 立君町大写茂田井字林の上559～ 580 5,000ぜ

声田川東南岸の外面にありと芦園城跡の東北に位置する。遺物は小破片で玉量も少なく.範囲も

狭可ヽである。

表採された遺物はこ新しい土師器と須ほ器の破片、および内耳■器片などである。

C40信州林遺跡 立利町大字茂田井字信州林510～ 552 2,500ド

声田川東南岸の斜面で、南南東に芦田城跡がある。斜面は乗期に利瑠されている。地表の遺物は

少ない。

表採された遠物は、土師後期 (国分幻 の誉と養形土器の仮片H須慮器片、灰釉強 付魔形陶器

など、平安時代に比定されるものである。

C46)砂原 I遺跡 立利町大写茂田井字砂原299～ 510 2500ぽ

芦熙川東南岸の斜面で、背後に声園城跡がある。周囲には農家がありH包蔵地には豆やタバコな

どが裁培されているロ

表採された遺物は、内耳土器に似た新しい焼質の上師器片である。

C47)砂原 1遺跡 立科町大写茂田井写砂原 511～ る99 2β 00ギ

声田川東南岸のテラス状の台地上にあり、南俣Iは住宅が続き、東南の背後にはⅢ声限城跡がある。

表採された遺物は.良質の土師器の郭 と箋形土器の彼片、および内耳土器片などである。

(48)西 平選跡 立利町大年茂田井早西平 271～ 290 5,000ぱ

声田城跡の南下に続く緩斜面で、その南側の窪地を馬場池へ向う道路が通り、脇を艮質の水が流

れている。斜面には、薬昭人参や桑などが裁培されている。

表採された遺ンは、土師器の盗影土器、および内耳土器の小破片で、量も少ない。

(ゆ )木ノ宮遺跡

県道小諸白樺湖線から分かれて、馬場池に向う小道が.声熙川を渡って左手に声田城跡を望む地

点trD南側に広がる台地が遺跡である。台地は緩い西北斜面で、郭 田や薬昭人が畑などに利呵されて

いる。表採された遺初は、小破片で量も少ないが、角形日緑う土師器の変・卒,須恵器の杯形土器

の破片などである。

(50)藤塚遺跡 立科町大写茂田井字諜塚 169～ 190 5D00ド

木 ノ宮遺跡の東南に位置する斜面の基郡付近にある。東方には袋状の窪地があり、そこから良質

の湧水が流れている。

表採された遺物は、小彼片で量も少なく、乗畑の中から、内耳土器の破片が発見された。

(二4)尺木う宮 I逮跡 立お1可夫子茂円井ギ天木ノ官 194～ 195 2,500ギ
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馬場池の西方に位避しB芦田城跡の東南方に広がる斜面の上方にある。西側の窪地をはさんで.

靡塚遺跡に対しこ湯水が西緑を流れている。

表採された遺物はG土師器の杯と甕形上器、内耳土器の破片などである。

色か東木の宮 1遼跡 立科町大写茂団井字東木ノ宮196～ 202 5,000ぜ

束木の宮 I遺跡と網い農迫をはさんで、西北方に続 く西斜i窟上に位置し玉その西方に声田城跡が

ある。現在は棄畑や薬 F43人参期になっているが、遺物の量は少ない。

表採された遺物は、 lA」 耳土器の大破片である。

儀 )馬場池下追跡 立君町大字茂田井写馬場池下246～ 261 10,000♂

声田城跡の東南方に位置し`東木の宮 l遺跡に隣接している。遺跡は緩い西斜面の桑畑の中にあ

り、士師器の努や斐形土器、顔恵器の破片などを出土している。

(M)ヒ ノ雨塚古墳 立利町大写茂田井字上飯名田691 198ご

国通 142号線の東北方に治った台地の先端付近にありH西北方約 1504ほ どの低地を、声田

川が東に向って流れている。その先には、中居 I遺跡があり、広大な耕地と集落を望む絶好の位置

にある。

墳丘の規模は、径 9・ 9 mi高 さ2・ 6mの 円墳であるめ墳丘は比較的よく保存されているが .

露出している大きな自然石は、石室の一部と推定される。

出上した遺物は.馬具と鉄刀などといわれるが`本牧小学校に保管中i行方不明となり、その詳

細を知ることはできないo

(弱 )東大久保遺跡 立利町大字茂囲井~f東大久保557 2,500ギ

固迫 142号線のヒノ雨塚古壌付近から、南方に分かれて進む小道の東南方に沿 ,,た馬蹄形の斜

面にあり̀ 西北方約 60mほ どを、声田川が東に向ャ)て流れている。遺跡は野菜畑の中にあり、土

師器の杯・鶏形上器、須恵器の耳や内耳土器の破片などが表採されている。

(路)升原遺跡 立科町大字茂田井字升原60も ～625 5,000ぜ

国迫 142号線に浴った、茂田井西南端の台地上にあり、緩い東斜面の乗畑と宅地にわた0て分

布している。

表採された遺物は,土師器の杯形土器片が少量である。

(b7)下弁オ遺跡 立利町大学茂田井写下弁オ54も ノ1 5,000ギ

升原遺跡の東側を南に向って登る小道の両4Rllに ある。遺跡は東大久保遺跡の東南にあたる台地

上に位置し、柔畑や薬用人参畑になっている。遺跡は深耕によって、土器片や黒曜石暦などが露出

しているので.かなり彼壊されているものと思われる。

発見された遺物は,縄文前期の有尾式・南大原式・上原式・下島式などの土器片と、黒曜石製の
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石鏃、打製石斧・磨製石斧・石匙・黒燿石暦などである。

笛働 五輪農遺跡 立利町大学茂田井字五輪窪908～ 918 5,600ド

茂田井の集落の西側にあたり、国道 142号線の南側に沿った広い半田形の窪地の中央に位置す

る。遺跡は緩い東北斜面で、粂畑や薬昭人参畑になっているが、表採された遺物は.土師器と須恵

器の打や奄形土器片などが少量である。

(59)中 島遺跡 立科町大字茂田井字中島 5,000ギ

国道 142号線の南allに浴った茂田井中央西南の台地上に位置する。遺跡は緩い東斜面で、桑畑

になっている。表採された遺物は、土師器の努と甕形土器の破片などである。

皓0)境内添選跡 立科町大写茂田井子境内添1566～ 1584 2,500ギ

国道 142号線の南側にあたりこ無量寺の問前に位置する平坦地が迭跡である。こ♂)付近を大門

とも呼び、畑・水田・宅地などになっている。

表採された遺物はこ土師器の裟形土器、および内耳土器の破片などである。

(61)無 量寺廃寺址 立科口「大学茂田井字無量寺978 2,500ポ

中島遺跡の南方に続く台地に囲まれ起宛状の窪地内にありに夕′ヾヨなどが栽培されている。畦畔

には、五輪塔などが残り、一面に土師器がちらば ,,て いる。

窪地は東面し、抹』幽無量寺の名称も、これによると▼ヽう。平安時代初期の長保5年 (loo5

年)恵とぃ僧都の開山といわれ、その後兵火に焼かれても明徳元年 (1590り に現在の地に移 転

した。

(α)無量寺 I遺跡 立科町大写茂田井字無量寺975～ 990 2,500ギ

無量寺廃寺址の西側に隣接する遺跡であり、恐らくは無量寺に関連するものであるう。遺跡は馬

蹄形の窪地の蒸部にあり、付近に良質の湧水がある。

表採される遺物は多くないが、土師器の覇ゃ姿形土器の彼片が採集された。

C65)無量寺 I追跡 立科町大字茂囲井写蕪量寺991～ 1010 1,050ギ

無量寺廃寺址の北東に隣接する地籍で、緩い東南斜面の畑地である。この遺跡も無孟寺は関連す

る遺跡と思われる。

表採された遺物よ、土師器の艇 箋形土器の破片である。

6① 下矢ケ入遺跡 立利町大字茂田井字下矢ケ入1059～ 1045 3.000ぎ

国道 142号線の茂田井中央付近から、無丘寺の前を通 って、細い農道を南方へのぼ ,,た右手

(西北方)の桑畑が遺跡である。東方約 604の付近には、桜清水と呼ばれる良質の湧水がある。

遺帥よ緩い東北斜面で、表採された土器は、土師器のイや発形土器の破片なのである。

国の 中矢ケ入遺跡 立利町大学茂園井写中矢ケ入 1046～ 1052 5,000ド
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下矢ケ入遺跡の南方約 50m付近にある栞西を丘陵ではさまれた帯状の窪地は、水田に利用され

ており.東北方の緩い斜面はこ中矢ケ入から矢ケ入り付近にかけて、ようやく山林地帯にかかる。

かつては多くの黒贈石滑や石鏃が発見されたといわれれ矢ケ入の名もそこからきたのでぁろう。

しかし`現在はほとんど表採される遺物がない。

(66)中弁オ遺跡 立科町大字茂田井写中弁オ 2,500ご

下弁オ遺跡の東北俣1に隣接する遺跡である。遺跡は台地の緩い東斜面にあり、桑畑の中に遺物が

分布している。

表採された遊物は.縄文前期の南次原式・上原式・下島式などの土器片であるが.量は少ない。

(67)細 子遺跡 立利町大写茂田井字漁H子 1,500ご

茂fr4井西端付近から南側の小道を登るとぉ台地の稜線に達する。この西側の平坦な畑地が遺跡で、

縄文前期の半載竹管文・羽状組文などの施文をもつ土器片がこ豊富に採集される。

表採された土器片は、縄文前期の有尾式 。南大原式・上原式・下島式などの諸時期に属する遺物

である。

(68)大 久供遺跡 立利町大写茂田井写大久保 2,500∬

網子遺跡の北側にありも東大久保遺跡と稜線をはさんで南側に位置するやや急な斜面の窪地上方

で、果樹・薬踊人参・桑などが裁培されている。斜敵こはЬ多量の土器片があり、薬用人参期をつ

くる際に石組かまどなどが発見されている。

表採された遺物は.前期純文時代の有尾式 。南大原式・上原式・下島式などの上器片と、鞠生後

期の箱清水式、土師器の破片などである。

S 野方地籍 の遺 跡

野方付近の微地形は、中居付近から声田川 :こ治って北東にのびる東側の帯状台地と、県道立お1小

諸線に浴ってのびる帯状台地の二本の徴高地が現在の集落も、ほぼこめ台地上に、列状に発達して

いる。どつの台地の中間は、行状の水田地帯が平行してのびているが、この部分にも,若千遺物を

出土する地籍がある。

しかしれ遺跡は多くこの微高地上に立地し.低地は農耕地として利用されていたと思われる。

表採された追物から推定すると、この付近に文化が開けたのは、爾生時代後期の箱清水期ごろで

ある。爾生文化は.声田川と券沢川にはぐくまれた肥沃な大地に根を下ろし、後期古墳時代には、

釜石古壌・松ノ木古壌などに代表される文化の率を開き、二つの台地にはこ土

節期の集落が発達している。

(69)松ノ木遺跡 立科町大写声圏写松ノ木 5,000ギ
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芦田川に治 ,,た低地の選淋である。野方の東南万に位置し、水田内にある。

表採された遺物は、水mr/B地表で発見された土師器の都中と須恵器の彼片などである。

C70)反 り囲遺群 立科町大字声酬字反り田 2500ギ

野方集落の南東方にあたる台地の畑地にあり、表採される遺物の量は少ないが、保存決態は艮好

と思われる。

表採された遺物は、土師器の材ぐ変形土器の破片などである。

(71)上青木遺跡 立科町大学芦田字上青木 1,500n12

野方の西南端の台地上に位置し、県道立科小諸線西側浴いの緩い南西斜面が遺跡である。赤沢川

が台地の南方から西側に迂回して流れ、遺跡は天山崎遺跡と対している。

表採された逸物は、土瀬器の甕彰土器と籍の被片などである。

92)青木屋致遺跡 立利町大字声囲字青木Fth致  5,000ぎ

県通立利小諸線と塩沢堰に沿 った野方集落の西南端付近に位置し、台地
のほほ平坦な畑地内が遺

跡である。地表の遺物が多く、この付近における最も有望な遺跡の一つである。

表採された送物は、土師器の杯・甕形土器の披片夜どであるの

(75)上言地遺跡 立利町大字声田字上宮地 2,500ぜ

野方集落の中央から少し南,こ寄った付近の西側台地上にあり.粂畑などになっている。台地は緩

く南西面に傾斜し、日当りがよく、耕土も深い。

表採された選物は、輸生後期ケ)箱清水式上器と土師器の材や襲形土器の破片などである。

◇4)中宮地遺跡 立科町大写芦田子中宮地 5.000ぜ

野方集落のほぼ中央付近にあたる台地上に位置し、神社の裏手から公民館
の南側にかけて、広く

選物が認められる。この地点は、標高 703・ 8メ ートルで.周辺には広大な耕地が広がっている。

表採された速物は、翔生後期の箱清水式上器の破片 と、土節器の符や莞形土碁
の破片などであり、

また爛生サ胡の太形蛭刃石斧が出上したと言E録され′ている。

(る )若宮反り遺跡 立剰町大学声田写若宮反り 1,500ギ

塩沢堰に浴って野方から塩沢新田に向う道路と、野方から中原を結ぶ道路が交わる十年路
の東北

方にあたり、遺跡は宅地に隣接する畑地の東斜面で発見された。斜面の下は、一段下がって、東北

方に広がり、水田になっている。

表採さな′た遺物は、新しい時期に属する土師器r.D小破片で.岳は少ない。

(76)金石前遺跡 立希1町大字芦田写釜石前 2,500ギ

声田川に治 ,,た 低地の遺跡で、松ノ木遺跡の商夕!に隣接し、水限に利弔されている。

表採された遺物は、土師器の石や華形土器の披片などである。
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〔力)給石屋敷辻跡 立オ1町大字テI守餌竿金石屋敦 2,500ギ

反り田遺跡″)南側に隣接し、昼石前遺跡とは東側で接している。野方集落の商東方にあたる台地

′)緩斜面にあり。粂畑などの中に.土師器片がちらばっている。

表採された遺物はこ土師器の幕や甕形土器の破片などでありこ量は少ない。

Ⅳ 国道 442号線バイパスエ事地域内の遺跡

国遭 142号線のパイパスはこ茂田井地籍の上遠付近で立科町に入り、芦田川を渡って、野方地

籍の釜石前遺跡・釜石屋敷送跡を通り、県道立君小諸線に交わる。

声田町区地籍ではB赤測 ||を渡ると。東山崎 I遺跡を通って.中町北屋敷添遺跡の北端をかすめ .

西町北屋敷添遺跡に入る。ここから先は、番屋川に沿って進み、国道 142号線に合する予定であ

る。

(お)釜石前遺跡

遺跡のほぼ中央を通るのでも当然一部の破壊が予想される。しかし,低縄の水田であるため、困

難な調査になるであろう。

(77)釜 石屋敷遺跡

遺跡の中′bを 僅み南にはずれて通過する予定である。予定地域内では、土師器の小破片が徴量採

集された。

1)東山崎 I遣跡

パイズスエ事によってぃ最も破壊度の大きい遺跡である。′ヾイパスは、遺跡の中央を大きく掘り

割′,て通過する予定である。保護対策を望みたい。

(10)西 町北躍敷添遺跡

東山崎I遺跡と並んで、般家が予想される遺跡の中ではこ最も豊富な遺物を出土している。バイ

パスは、遼跡の中′b部を南北に分断して通過する予定である。当然保護対策が講ぜられなければな

らない。

(12)上町屋敷 I遺跡

西町北屋敷添遺跡を通過したパイノくスは.上町屋敷 I遺跡の北端をかすめて通る予定である。

W 調査のなとめ
今回の分布調登は、既知の追跡を含めて。国道 142号線 (中 4iL道)付近か ら南の、声囲町区・

声囲古野].中眉・茂開井地籍に限定しェこれを南部地区と呼称して、全面乏踏査す る方法で実施し
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た。この結果ゝ最も薦発等によぃて破壊される危険性の大きい声田町区・芦田古町 。中居地勲
p住

宅往産 `多 く
の遺跡が存在することを羅認したoまた、今回の国道 142号線のパィパスエ事等開

発地域内にも、貴重な資料を包武する遺跡が発見された。併せてこその保護対策を早急に講ぜられ

るよう願‐てやまない。

今回の分布調査の所見か ら、中居の又旅子・声田町区の古堂下・声田吉町の吉町下屋敷 1・ Ⅱな

どの遺跡は、今後7う破壊が予想されるので.早急に学術的発掘調査を実施し玉保護と保存の方法を

講ずる必要があるように思われる。

また、発見された遺物は、できるだけ復元 。実測などの整理が望まれる。そして。でき得れば管

理のできる資料室・資料館等を設置して、一括保存が望ましい。

最後に、文化財保護に対する深い理解をもって、今回の調査を企画し、実施された立科町教育委

員会と立利町文イと財保護委員会に対して、心から敬意と
~3J意
を表する次第である。またこ終始調査

にp」力された斎藤藤一郎氏 。伊藤五郎氏。上田染谷丘高等学校歴史班の諸君に、心から感rBI申 し上

げる。

昭和47年 5月 2日
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